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 1．はじめに

　20 万分の 1 地質図幅「山口及び見島」は産業技術総合研究所地
質情報研究部門が関連研究部門・センターと連携して行う「陸域
地質図プロジェクト」に基づいて編纂される地質図幅の 1 つで，
国土地理院発行の 20 万分の 1 地形図「山口」と「見島」地域の地質，
活断層，鉱床及び重力異常をまとめたものである．地質図は主
に文献から編纂し，不明・要調整部分を野外調査で補足した．
　地質図をまとめるにあたって，元所員神谷雅春博士と山口大
学今岡照喜博士の御教示をいただいた．

 2．地　　形

　本地域は本州西端部に当たり，島根県西部～山口県主要部を
含む．本地域では中国山地が直接日本海と瀬戸内海に接するた
め，海岸線は半島，湾，島嶼によって出入りが多く，海岸平野
は狭い．中国山地は尾根と谷が北東－南西方向に伸長する．津
和野町～周南市には溶岩円頂丘が点在し，秋吉台にはカルスト
地形が見られる．

 3．地　　質

3.1　概要
　本地域は三郡－蓮華変成岩類，周防変成岩類，石炭紀－新第
三紀堆積岩類，ペルム紀及びジュラ紀付加コンプレックス，領
家変成岩類，白亜紀－第四紀火成岩類及び第四紀堆積物からな
り，多様な岩相を含む．なお本図幅の地層名はかつて「累層」と
命名表記されたものについても「層」で統一して表記した．

（松浦浩久）

3.2　長門構造帯の構成岩類
　長門構造帯（Matsumoto，1949）は，長門市三隅から下関市小月
にかけて幅 0.2 ～ 2km で伸びる狭小な地帯である．構造帯を構
成する地質帯は蛇紋岩に伴う古期岩類，高圧変成岩類，古生代
正常堆積岩類，ペルム紀付加コンプレックスである．ペルム紀
付加コンプレックスは秋吉帯の地層と区別して示した．

　3.2.1　長門構造帯の古期岩類，三郡－蓮華変成岩類など
　古期岩類は蛇紋岩化した超苦鉄質岩類とこれに捕獲された片
麻岩・角閃岩・花崗岩等からなり（村上・西村，1979 など），捕
獲岩は 431 ～ 378Ma の放射年代を示す ( 西村・今岡編，1995)．
三郡－蓮華変成岩類は泥質片岩・苦鉄質片岩などからなり，303
～ 264Ma の放射年代を示す（同上）．また分布を省略したがミロ
ナイト化した斑れい岩・輝緑岩も伴う（村上・西村，1979）．

（牧本　博）

　3.2.2　長門構造帯の石炭紀－ペルム紀正常堆積岩類（整然層）
　台地域には脆性変形を受けた石炭紀－ペルム紀正常堆積岩類
が分布し，東平野層，下台層，上台層に区分される（磯﨑・田村，
1989；亀高，2006c など）．東平野層は主に凝灰質泥岩及び砂岩
からなり，凝灰質泥岩は後期石炭紀の放散虫化石を含む．下台
層は玄武岩類及び砂岩・凝灰質泥岩・凝灰岩互層からなり，凝
灰岩は前期ペルム紀の放散虫化石を含む．上台層は破断した砂
岩泥岩互層を主体とし，泥岩は前期ペルム紀の放散虫化石を含
む（亀高，2006a）．

　3.2.3　長門構造帯のペルム紀付加コンプレックス
　長門構造帯のペルム紀付加コンプレックスは剪断された泥岩
を基質とし，砂岩・チャート・珪長質凝灰岩・玄武岩溶岩及び
凝灰岩・石灰岩を含む混在岩からなる．珪長質凝灰岩は中－後
期ペルム紀の放散虫化石を含む（亀高，2006b）．

（亀高正男・脇田浩二）

3.3　ペルム紀付加コンプレックス（秋吉帯）
　3.3.1　秋吉石灰岩，蔵

ぞう

目
め

喜
き

石灰岩及び半田石灰岩
　秋吉石灰岩層群（Toriyama，1954）は本地域西部に分布する前

期石炭紀－後期ペルム紀の石灰岩である．石灰岩は海山を構成
していた玄武岩に重なる礁性堆積物と礁湖堆積物からなる生物
礁複合体で，フズリナ・サンゴ・小型有孔虫などの化石を多数
含んでおり，多くの古生物学的研究がなされてきた．秋吉石灰
岩は Ozawa（1925）の横臥褶曲説が有名であるが，近年 Sano and
Kanmera（1991）は海山が海溝で付加した際に形成された崩壊物
の集積であることを明らかにした．萩市の南東には秋吉石灰岩
相当の蔵目喜石灰岩と半田石灰岩が分布する．

　3.3.2　大田層群，常森層及び別府層
　秋吉石灰岩周辺のペルム紀の付加コンプレックスは，南東部
は大田層群，北西部は常森層及び別府層と呼ばれる．大田層群
は主に砂岩とチャートからなり，海洋プレート層序の上部が構
造的に繰り返している．砂岩層の最上部にはチャート角礫岩が
認められる．常森層は砂岩泥岩互層や含礫泥岩からなる．剪断
変形は弱く，剥離性は認められない．別府層は主に厚いチャー
トからなる．大田層群と同様海洋プレート層序の一部が繰り返
している．また萩市の南東－南西にもこれらの相当層が点在する．

　3.3.3　錦層群
　錦層群は岩国市錦町周辺に分布するペルム紀の付加コンプレッ
クスで，主に砂岩・泥岩からなり，珪長質凝灰岩・チャートを
伴う（高橋ほか，1989 など）．みかけの層厚は 3000m あるが，海
洋プレート層序の構造的な繰り返しである．珪長質凝灰岩やチャー
トは中－後期ペルム紀の放散虫化石を含む（中・石賀，1985；中
ほか，1986；Ishiga et al.，1986）．

3.4　未区分ペルム紀層
　島根県津和野町西方に分布する地層は，福富・磯﨑（1988）の
ペルム紀コンプレックスユニット B に相当する．本層は泥岩の
基質に砂岩・珪長質凝灰岩などの岩塊を含むメランジュで，斑
れい岩・玄武岩・流紋岩・花崗岩等を伴う．泥岩からは中期ペ
ルム紀の後期を示す放散虫化石が得られている（福富・磯﨑，1988）．
夜久野岩類に酷似する火成岩類を含むので舞鶴層群とされたが，
典型的な舞鶴層群とは岩相が異なり，他のペルム紀コンプレッ
クスとも異なるので，ここでは未区分ペルム紀層とした．

（脇田浩二）

3.5　周防変成岩類
　本岩類は都

つ の

濃層群（山口県下）及び三
み

隅
すみ

層群（島根県下）と呼
ばれ，原岩の形成時代はペルム紀である．構造的不連続を介し
てペルム系錦層群の下位を占める．錦層群と共に高圧型変成作
用を被り，岩国市錦町～周南市の試料では 239 ～ 206Ma の変成
年代を示す（西村・今岡編，1995）．本岩類は，クロス閃石・ロー
ソン石等の高圧型変成作用に特徴的な鉱物を含み，錦層群を含
めて藍閃石片岩相～パンペリー石アクチノ閃石相～ぶどう石パ
ンペリー石相の変成相系列を示す（西村ほか，1995 など）．しか
し全般的には後の時代に熱変成を受け，高圧変成岩としての鉱
物組み合わせを保存する地域は少ない．

（牧本　博）

3.6 三畳紀正常堆積岩類
　3.6.1　厚

あ つ

保層群
　厚保層群は本地域西部に分布する中期三畳紀の浅海成層で，
下部の本郷層と上部の熊倉層に区分される．本郷層は主に砂岩
からなり，礫岩・泥岩及び石炭層を伴い，上部に結晶質石灰岩

（随光石灰岩）を挟む．熊倉層は主に砂岩からなり，礫岩・泥岩
及び黒鉛化した石炭層を伴う．中期三畳紀ラディニアン期を示
す Daonella などの二枚貝や植物化石を産出する（高橋・三上，
1975a）．

　3.6.2　美
み ね

祢層群
　美祢層群は本地域西部（大嶺地域・厚狭地域）に分布する後期
三畳紀の浅海成～汽水成～河川成層で，礫岩・砂岩・泥岩及び
これらの互層からなり，石炭層を挟む．大嶺地域では下位から
平原層・桃木層・麻生層に区分され（片山，1939；高橋・三上，
1975a），厚狭地域では下位から平松層・井手上層・中塚層・山



野井層・鴨庄層に区分される（高橋・三上，1975a など）．美祢
層群は，ペルム紀付加コンプレックスや厚保層群を不整合に覆
い， 後 期 三 畳 紀 カ ー ニ ア ン 期 ～ 前 期 ノ ー リ ア ン 期 を 示 す
Minetrigonia などの二枚貝，アンモナイト，昆虫，Clathropteris，
Neocalamites などの植物化石を産する（高橋・三上，1975a；石
橋ほか，1990）．

（亀高正男・脇田浩二）

3.7　ジュラ紀正常堆積岩類
　3.7.1　豊

とよ

浦
ら

層群
　豊浦層群は本地域南西部に分布し，前期－中期ジュラ紀の浅
海成層を主とする．長門構造帯の古生界を不整合に覆い，豊西
層群及び関門層群に不整合に覆われる．下位から東長野層・西
中山層・歌野層に区分され，前期ジュラ紀シネムリアン期～中
期ジュラ紀バソニアン期を示すアンモナイト・二枚貝・植物化
石などを含む（Hirano，1971；高橋・三上，1975b）．

　3.7.2　樋口層群
　樋口層群（今村ほか，1966）は島根県吉賀町六日市付近に分布
する前期ジュラ紀の浅海成層で，砂岩を主体とする下部層と，
泥岩が優勢な上部層に分けられる（中ほか，1985）．関門層群に
不整合に覆われる．前期ジュラ紀のアンモナイトや Cardinia sp.，
Nuculana sp. などの貝化石を含む（Hirano et al.，1978；三上・徳
岡，1985 など）．

（脇田浩二・亀高正男）

3.8　ジュラ紀付加コンプレックス（美濃－丹波帯）
　3.8.1　鹿

かの

足
あし

層群
　鹿足層群は，本地域東部に分布し，主に砂岩・含礫泥岩・砂
岩泥岩互層・チャートなどからなる（河野ほか，1977）．チャー
トはペルム紀～三畳紀のコノドントを，泥岩は前期～中期ジュ
ラ紀の放散虫化石を含む（豊原，1976；Toyohara，1977；田中，1980；
早坂ほか，1983；早坂，1987）．

　3.8.2　玖
く

珂
が

層群
　玖珂層群は，本地域南東部に分布し，砂岩・泥岩・含礫泥岩・
チャート・珪質泥岩などからなる（豊原，1976）．厚いチャート
は連続性がよいため，西にプランジした正立褶曲を形成してい
ることが分かる（原ほか，1979；東元ほか，1983，1986）．チャー
トからは三畳紀のコノドント（豊原，1976）が，珪質泥岩からは
前－後期ジュラ紀の放散虫（早坂ほか，1983；早坂，1987；高見
ほか，1990）が，泥岩からは三畳紀の二枚貝 Monotis （Hase，1961）
が，砂岩からは後期ジュラ紀のアンモナイト（佐藤ほか，1986）
が発見されている．

　3.8.3　美
み

川
かわ

層群
　美川層群は玖珂層群の北縁に分布し，砂岩，泥岩，含礫泥岩，
チャートなどからなる（豊原，1976）．豊原（1976）はペルム系と
したが，高田・磯崎（1986）及び高見ほか（1990）は，泥岩から
ジュラ紀放散虫化石を発見した．玖珂層群に含める見解（高見
ほか，1990 など）もあるが，玖珂層群より変形が強く岩相も若
干異なる（東元ほか，1986）ので，ここでは区別した．

（脇田浩二）

3.9　ジュラ紀－白亜紀正常堆積岩類（豊西層群）
　豊西層群は本地域南西部に分布する後期ジュラ紀－前期白亜
紀の河川成～汽水成層である．豊浦層群歌野層を平行不整合に
覆い，清末層と吉母層に区分される（長谷，1958；Yamada and
Ohno，2005）．清末層は石英質砂岩を主とし，礫岩を伴い，植物
化石を含む．吉母層は主に砂岩・泥岩及び礫岩からなり，汽水
生の二枚貝化石を含む（Yamada and Ohno，2005）．

（脇田浩二・亀高正男）

3.10　未区分中生界
　西市付近の添ヶ迫と中畑には化石は未発見ながら中生代正常
堆積岩類と考えられる地層が分布する．添ヶ迫では礫岩・砂岩

からなり，中畑では砂質泥岩を主体とし砂岩を伴う．
（亀高正男）

3.11　前期白亜紀非海成層及び火山岩類（関門層群）
　関門層群（松本，1951）は山口県などに広く分布する前期白亜
紀の陸成層で，下部の脇野亜層群と上部の下関亜層群に区分さ
れる（長谷，1958 など）．脇野亜層群は河川－湖成堆積物で，赤
紫色泥岩や石灰岩礫で特徴づけられる．脇野亜層群は淡水生貝
化石などからオーテリビアン期からバレミアン期頃に対比され
る（太田，1981 など）．下関亜層群は安山岩を主とする火山岩類
を多く含み，下位から塩浜層，北彦島層，筋ヶ浜層に区分され
る（植田，1957；長谷，1958）が，地質図では堆積岩卓越層と火山
岩卓越層に 2 分した．下関亜層群安山岩の角閃石斑晶 K―Ar 年代
はアルビアン期の 106 ～ 103Ma を示す（Imaoka et al.，1993 など）．

（尾崎正紀）

3.12　領家変成岩類
　本地域南東部の山口県光市～下松市に分布し，末武川付近で
周防変成岩類と断層で接する．主に泥質及び珪質の黒雲母片岩
からなる．柳井周辺の領家変成岩類のモナズ石の CHIME 年代
は 101 ～ 100Ma（Suzuki and Adachi，1998；鈴木，2005）である．

3.13　後期白亜紀火山岩類
　3.13.1　周南層群
　周南層群（村上・西野，1967）は萩市東方（田床山火山岩類），
山口市北東部～周南市鹿野（物見岳層）及び美祢市～周南市太華
山地域（禅定寺山層）の 3 地域に分布する（村上・西野，1967）．
周南層群は関門層群を不整合に覆い，阿武層群に覆われる．主
に流紋岩－デイサイト溶結凝灰岩と安山岩溶岩・火砕岩からなる．

　3.13.2　阿
あ

武
ぶ

層群及び匹
ひき

見
み

層群
　阿武層群（村上・西野，1967）は本地域東部から中部にかけて
広く分布し，主に流紋岩－デイサイト溶結凝灰岩からなる．周
南層群に重なるとされるが，境界が不明瞭な地域もある．Rb―Sr
全岩年代は 88 ～ 86Ma で後期白亜紀中頃を示す（弓削ほか，1998；
井川ほか，1999；今岡ほか，2000）．匹見層群（村上，1974）は本
地域東部から北東方向に広がり，流紋岩溶結凝灰岩を主体とす
る．

3.14　後期白亜紀深成岩類及び岩脈
　3.14.1　花崗岩類Ⅰ（蒲

がま

野
の

花崗閃緑岩）
　中－粗粒で縞状の顕著な面構造を示す深成岩類を花崗岩類Ⅰ
とする．これは領家古期花崗岩類に相当し，本地域では南東部
の蒲野花崗閃緑岩の一部が分布する．蒲野花崗閃緑岩のジルコ
ンの SHRIMP 年代とモナズ石の CHIME 年代は 101 ～ 95Ma を示
す（Nakajima et al.，2004；Suzuki and Adachi，1998 など）．

　3.14.2　花崗岩類Ⅱ（差
さす

川
がわ

花崗閃緑岩）
　弱い面構造を示し，花崗岩類ⅠとⅢの中間の深成岩類を花崗
岩類Ⅱとする．これは領家新期花崗岩類に相当し，本地域内で
は差川花崗閃緑岩が南東部にわずかに分布する．差川花崗閃緑
岩のモナズ石の CHIME 年代は 93Ma（Suzuki and Adachi，1998）
である．

　3.14.3　花崗岩類Ⅲ（防
ほう

府
ふ

花崗岩，真
ま

砂
さご

花崗岩など）
　塊状の岩相を示す深成岩類を花崗岩類Ⅲとする．中－粗粒黒
雲母花崗岩を主とし，部分的に細粒花崗岩～斑状花崗岩と角閃
石黒雲母花崗閃緑岩を伴う．また捕獲岩体状の石英斑れい岩・
石英閃緑岩及びトーナル岩を含む．花崗岩類Ⅲは防府花崗岩，
真砂花崗岩など山陽から山陰に至る本地域全域に分布する．花
崗岩類Ⅲの放射年代は 102 ～ 81Ma の幅広い年代を含む（Shibata
and Ishihara，1974；弓削ほか，1998；今岡ほか，2000；大平ほか，
2004 など）．

　3.14.4　白亜紀岩脈
　白亜紀岩脈は花崗斑岩・珪長岩・流紋岩，花崗閃緑斑岩，及
びひん岩－ドレライトに区分した．このうち花崗斑岩・珪長岩・



流紋岩は本地域各地に分布し，花崗岩類Ⅲに貫入している．

　3.14.5　花崗岩類 IV（大
たい

麻
ま

山
さん

深成複合岩体）
　塊状岩相を示すが花崗岩類Ⅲよりも若い白亜紀末～古第三紀
初の深成岩類（因美迸入岩類に相当）を花崗岩類 IV とした．本地
域では北東部の大麻山深成複合岩体（今岡，1985）がこの区分に
当たる．本岩体は石英斑れい岩，石英閃緑岩，花崗閃緑岩及び
花崗岩からなるが，本地域には石英閃緑岩が分布する．本岩体
の黒雲母と角閃石の K―Ar 年代は 72 ～ 70Ma を示す（田阪ほか，2001）．

3.15　古第三紀火成岩類
　3.15.1　古第三紀火山深成複合岩体
　萩市北東部（旧田万川町）と益田市付近には基盤岩中に楕円形
の断層で囲まれた古第三紀火山岩と深成岩が密接に伴う複合岩
体が分布する（村上，1973；益田団体研究グループ，1982 など）．
これらの岩体は層群，コールドロン，陥没体など火山体を指す
用語で呼ばれてきたが，ここでは火山岩の噴出・カルデラ形成
から深成岩の貫入までが一連の火成活動で生じた複合岩体とし
て，それぞれ田万川火山深成複合岩体，益田火山深成複合岩体
と呼ぶ．益田火山深成複合岩体の岡見深成岩体の黒雲母 K―Ar
年代は 36Ma である（河野・植田，1966）．

（松浦浩久）

　3.15.2　今
いま

岬
みさき

玄武岩及び津
つ

黄
おう

安山岩
　今岬玄武岩と津黄安山岩は長門市西方の油谷半島に分布する．
いずれも白亜紀阿武層群を不整合に覆い，古第三紀日置層群に
不整合に覆われる（岡本・今村，1964；岡本，1974）．全岩 K―Ar
年代は今岬玄武岩が 36 ～ 35Ma（今岡・板谷，1989），津黄安山
岩が 32Ma（尾崎ほか，2006）を示し，後期始新世～前期漸新世
に当たる．

3.16　古第三紀堆積岩類
　3.16.1　宇部層群
　宇部市，山陽小野田市，山口市阿知須町とその周辺海域の海
底下に広く分布する．海域では下位から東

ひがし

見
み

初
そめ

層，沖ノ山層，
長沢層（松本・瀬戸，1961）に，陸域では厚

こ

東
とう

川
がわ

礫岩層，岐
き わ

波層，
宇部挟炭層（清原，1956；高橋，1975 など）に区分される．東見
初層は主に砂岩泥岩互層からなり下部に石炭層を多く挟む．本
層は陸域では石炭層を欠く礫岩・砂岩主体からなる厚東川礫岩
層に連続する．沖ノ山層は石炭層を多数挟む砂岩泥岩互層から
なり，海生貝化石も産する．本層は陸域では石炭層を含まない
砂岩主体の岐波層と宇部挟炭層に対比される．長沢層は石炭層
に乏しい礫岩を含む砂岩・泥岩からなり，宇部挟炭層の上部に
対比される．なお，地質図では，東見初層と沖ノ山層～長沢層
に対比される陸域の相当層で 2 分した．宇部層群の堆積年代は
植物・軟体動物・哺乳類化石から後期始新世と考えられている

（Takai，1950 など）が，FT 年代は 44 ～ 30Ma を示し（今岡ほか，
1999；2003 など），上部は前期漸新世に及ぶ可能性が高い．

　3.16.2　日
ひ

置
おき

層群
　日置層群は長門市周辺に分布し，下位から十

じゅう

楽
らく

層，黄
き わ ど

波戸層，
峠
たおやま

山層，人
ひとまる

丸層に区分される（岡本・今村，1964；布施・小高，
1986；尾崎ほか，2006 など）．十楽層は石炭層を挟む陸成層から
なる．黄波戸層は上方粗粒化及び浅海化を示す一連の堆積物で，
軟体動物化石など多くの化石を産する．峠山層は陸棚の堆積物
である．人丸層は汽水－淡水成層である．日置層群の FT 年代（尾
崎，1999 など）と微化石年代（布施・小高，1986）は後期漸新世
を示す．

3.17　新第三紀堆積岩類
　3.17.1　油

ゆ や

谷湾
わん

層群
　油谷湾層群（岡本・今村，1964）は油谷半島から長門市西部に
分布し，下部の伊上層と上部の川尻層に区分される（布施・小高，
1986；葦津・岡田，1989；尾崎ほか，2006）．伊上層は潮間帯－
極浅海層で，川尻層は主に砂岩泥岩互層からなる大陸斜面の海
成層である．
　南（1979）が浮遊性微化石（N8）を報告した伊上層相当（角山

層 ) は川尻層に位置づけられること，伊上層と日置層群人丸層
は整合関係であること，凝灰岩の FT 年代などから，伊上層は
前期中新世の前半に位置づけられる（尾崎，1999；尾崎ほか，2006）．
一 方， 川 尻 層 は 海 生 微 化 石（ 黄・ 岡 本，1979；Huang and
Okamoto，1980）から中期中新世前半に位置づけられる．

　3.17.2　西市層
　西市層（Okamoto，1965）は下関市豊田の西市の盆地とその周
辺に分布し，河成の礫岩・砂岩からなる下部と，貝化石を含む
浅海成砂岩泥岩の上部に区分される（富田，1978）．水野ほか（1994）
は貝類と花粉化石から前期中新世後半の堆積物としたが，前期
中新世初頭の温暖期の堆積物の可能性もある．

　3.17.3　須
す さ

佐層群
　須佐層群（岡本 ・ 陶山，1975；岡本ほか，1983）は萩市須佐の
高山付近に分布する中期中新世前半の海成層である．下部は貝
化石を多産する粗粒な海底谷充填堆積物などからなり，上部は
細粒な沖合相からなる．須佐層群は高山斑れい岩の貫入によっ
てホルンフェルス化している．また貫入に伴う引きずりによっ
て，斑れい岩体沿いに向斜構造が発達している．

　3.17.4　益田層群
　益田層群（藤田，1964；山内ほか，1990）は益田市周辺の丘陵
に分布し，下部の豊田層と上部の安田層に区分される．豊田層
は凹凸のある基盤を不整合に埋めた地層で，下部は陸成である
が中・上部は内湾から浅海成の細粒層からなり，貝類・植物化
石などが多産する．安田層は砂岩泥岩互層・泥岩からなり，陸
棚－大陸斜面上部の堆積物である（都留，1985）．

（尾崎正紀）

3.18　新第三紀火成岩類
　3.18.1　山島火山岩類
　山島火山岩類は萩市須佐高山岬とその沖の山島に分布する玄
武岩質安山岩～安山岩の溶岩及び火砕岩からなる．高山斑れい
岩によって接触変成を受けている．両輝石玄武岩質安山岩の石
基の全岩 K―Ar 年代は 14.2 ± 0.5，13.4 ± 0.4Ma である（今岡ほか，
1997）．

　3.18.2　高
こうやま

山斑れい岩
　高山斑れい岩は萩市須佐で須佐層群に貫入する径約 2㎞の斑
れいノーライト～石英斑れい岩で，岩体上部には斜長岩を含む．
黒雲母 K―Ar 年代は 14.1 ± 0.3Ma である（今岡ほか，1997）．

　3.18.3　見島火山岩類
　萩市見島にはアルカリ玄武岩（一部非アルカリ）～安山岩が分
布する．全岩 K―Ar 年代は下部のかんらん石玄武岩と上部のか
んらん石安山岩からはいずれも 11.5Ma というほぼ一致した値
を示し（土志田ほか，2002），短期間に噴出したものである．し
かし見島東部，日崎の玄武岩と安山岩の岩脈（地質図では省略）
は溶岩よりも若い 8.2Ma を示す（土志田ほか，2002）．

（松浦浩久）

　3.18.4　大津玄武岩
　大津玄武岩（尾崎ほか，2006）は山口県北西部の角島，向津具
半島，油谷半島，青海島などに分布する．基底部に薄い礫岩を
伴う厚いアルカリ玄武岩溶岩と火砕岩からなる．油谷湾層群川
尻層を覆う地域では地すべりが発達している．K―Ar 年代は後期
中新世の前半を示す（Uto et al.，1996）．

（尾崎正紀）

3.19　第四紀火山岩類
　3.19.1　阿武火山群
　阿武火山群は萩市東方に分布するアルカリ火山岩類とカルク
アルカリ火山岩類が共存する単成火山群である．宇都・小屋口

（1987），角縁ほか（2000），Kimura et al. （2003）などの全岩 K―
Ar 年代に基づいて，後期鮮新世－前期更新世（3.3，2.0 ～ 1.6Ma）
のアルカリ玄武岩溶岩，中期－後期更新世（0.8 ～ 0.1Ma）のアル



カリ玄武岩溶岩，カルクアルカリ安山岩－デイサイト溶岩，及び後
期更新世－完新世（0.1Ma ～）のスコリア丘に区分される．

　3.19.2　青野火山群
　青野火山群（種子田・山口，1950）は当初津和野町～阿東町の
火山群に対して命名された名称で，後に周南市に至る溶岩ドー
ム群も含まれるようになった．多くは角閃石安山岩－デイサイ
トの溶岩ドームからなり，火山によっては火砕岩を伴う．青野
火山群の全岩 K―Ar 年代は中期－後期更新世にあたる 2.0 ～
0.1Ma を示す（Kamata，1998；Furuyama et al.，2002）．

（松浦浩久）

3.20　第四紀堆積物
　3.20.1　鮮新－前期更新世堆積物
　益田市周辺には砂礫層からなる河川堆積物を主体とし，海成
粘土層，火山灰層の薄層を挟む鮮新－前期更新世の都野津層が
分布している（宇野，1999 など）．また周南市須万にも，鮮新－
下部更新統と推定される亜円礫主体で最大層厚 20m の礫層が分
布し，その南東側の岩国方面にも礫層が点在する．

　3.20.2　中期－後期更新世堆積物（段丘堆積物）
　中期－後期更新世の堆積物は瀬戸内海沿いの低地盆地，秋吉
台周辺などに分布し，地域毎に地層名が与えられているが，こ
こでは高位段丘堆積物，中位段丘堆積物，低位段丘堆積物に区
分した．中位段丘面は，阿蘇 4 テフラ（町田・新井，2003）に覆
われていることが多い．また低位段丘堆積物中には姶良 Tn 火
山灰がしばしば挟まれる（松尾，2000 など）．徳佐盆地地下では
中期更新世以降の湖成－河川堆積物が約 80m の厚さで分布し（竹
村ほか，1991），阿多鳥浜テフラが認められている（市谷ほか，
1996）．

　3.20.3　完新世堆積物
　完新世堆積物（一部後期更新世末を含む）は広義の沖積層を指
し，小串，防府，徳山，小月などの海岸平野や，山口，徳佐，
地福，秋吉台などの盆地に分布する．地質図では扇状地－沖積
錐堆積物，湖沼－湿地堆積物，谷底平野－氾濫原堆積物，及び
海浜堆積物に細分した．

（尾崎正紀・水野清秀）

　　　　　　　　　　　 4．活断層

　本地域には北東－南西方向を主とし，ほかに北西－南東方向
などの長さ数 km ～ 20km 程度のリニアメントが多数存在してい
るが，これらの多くは活断層であるかどうか明らかではない．
地質図には活断層についての文献に加えて，現地調査で第四紀
後期の地層を変位させていることを確認したリニアメントを活
断層または推定活断層として示した．なお断層位置は空中写真
判読などに基づいて引き直したため，文献による位置と若干異
なっているものもある．
　菊川断層は本地域西部で北西－南東方向に延びる顕著な活断
層で，トレンチ調査によるとその最新の活動時期は完新世であ
る（山口県，1997，1998）．大原湖断層帯は山口市内を中心に北
東－南西方向の複数の断層からなる．それらのうち木戸山西方
断層，下郷断層，宇部東部断層は変位地形が比較的明瞭であり，
トレンチ調査で完新世の活動が確認されている（金折ほか，2006；
小松原ほか，2005；水野ほか，2003 など）．山口盆地の地下には
反射法探査等から 2 条の活断層が伏在している可能性がある（水
野ほか，2004 など）．阿東町篠目では礫層を切る明瞭な断層露頭
が確認されており，この断層は木戸山西方断層から北東方向に
連続している可能性がある（森岡ほか，2007）．
　津和野町～益田市付近で北東－南西方向に続く弥栄断層（中田・
今泉編，2002）は谷の系統的な右ずれ屈曲が顕著な地形から活
断層とされる．同様な基準では，弥栄断層の南，吉賀町付近で
北東－南西方向に延びるいくつかのリニアメントも活断層の可
能性がある．このうち吉賀町安吉のリニアメント上に位置する
河山川河床では，段丘礫層をわずかに変位させる断層露頭がみ
られた．周南市～下松市付近に位置するリニアメント群は岩国

活断層系（帯）に属する断層群とみなされる（佃，1985）が，そ
のうち北東－南西走向の大河内断層の一部のみが活断層の可能
性がある（原子力発電技術機構，1994，1995）．

（水野清秀）

　　　　　　　　　　  5．応用地質

5.1　金属鉱床
　益田市から秋吉台周辺にかけての地域には白亜紀深成岩類の
貫入接触で形成された都

つ も

茂鉱山（Pb,Zn）などのスカルン鉱床や，
笹ヶ谷鉱床（Ag, Cu）などの中小規模の鉱脈型鉱床が多数分布す
る．岩国市～周南市周辺には，ジュラ紀付加コンプレックスと
白亜紀花崗岩の接触部に玖珂鉱床（W, Cu）などスカルン型のタ
ングステン鉱床群が分布している．このほかジュラ紀付加コン
プレックス中には小規模な堆積型マンガン鉱床群も胚胎してい
る．

5.2　非金属鉱床
　中・古生界に胚胎する石灰石や珪石鉱床，白亜紀火山岩類に
伴う蝋石鉱床，白亜紀花崗岩中の珪石・長石鉱床・石材，第四
紀層中の粘土鉱床などがある．石灰石は本地域中央部のペルム
紀付加コンプレックスに含まれる石灰岩体がセメント原料とし
て重安鉱山や伊佐鉱山・秋芳鉱山等で大規模に採掘されている．
またチャートや砂岩などの珪質岩の一部は珪石として採掘され
ている．蝋石鉱床は本地域北部の山口県阿武町宇久鉱床が後期
白亜紀火山岩類の阿武層群中に胚胎している（Kamitani，1977）．
島根県城山には真砂花崗岩に伴う馬谷ペグマタイト鉱床があり，
ここで採掘される長石は「益田長石」として陶磁器用に，珪石は
陶磁器用・鋳物用に使われている．山口市南部に産する第四紀
層中の粘土は萩焼の原料として利用されている．石材は大理石
のほかに徳山石（周南市黒髪島など；白亜紀花崗岩），大津石（白
亜紀花崗岩），赤間石（下関市；関門層群　硯石），須佐石（萩市；
高山斑れい岩　黒御影）などが知られる．

5.3　石炭鉱床
　本地域南東部には三畳紀の無煙炭を産する大嶺炭田と，古第
三紀の瀝青炭を産する宇部炭田がある．大嶺炭田は美祢市大嶺
地区を中心に南北 12km，東西 8km に及び，三畳紀美祢層群桃
木層中に 10 枚余の無煙炭層が胚胎し，総炭量 2 億トン余である．
宇部炭田は本地域南部山陽小野田市から「中津」地域内の宇部市
沖にかけて南北 35km，東西 20km に及び，始新世の宇部層群中
に硫黄分の少ない無粘結性白煙炭が胚胎しており，総炭量は 8 億
トン余と推定されている．

5.4　温泉
　本地域内では山口市湯田温泉の泉温 62 － 70 度（アルカリ性単
純温泉）が最も高温で，湧出量も多い．また長門市内の 2 箇所の
温泉（アルカリ性単純温泉）は比較的温度が高いが，その他の温
泉は概して温度が低い．

（須藤定久）
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            6．重力異常

　本地域内のデータ総数は合計 7,263 点で，そのうち陸域は
4,171 点，海域は 3,092 点ある．海域は全て 1985 年の地質調査所
白嶺丸 GH85 － 2 航海の資料である．陸域の測定点は，地質調査
総合センター，新エネルギー産業技術総合開発機構，金属鉱業
事業団，国土地理院，名古屋大学，島根大学，愛媛大学による．
重力の編集作業では隣接地域の一部も含めて周辺部分も処理を
行った．ブーゲー異常は仮定密度を 2.3g/cm3 として計算した．
　島根県津和野町付近から山口市徳地付近を経て防府市に至る
地域には負のブーゲー異常が見える．これは広島県西部－山口

  The Yamaguchi and Mishima quadrangle is located in the 
western most of Honshu, Japan. The quadrangle is occupied by 
high-pressure type and low-pressure type metamorphic rocks, 
Carboniferous to Miocene sedimentary rocks, Permian and 
Jurassic accretionary complexes, Cretaceous to Quaternary 
volcanic rocks, Late Cretaceous to Miocene plutonic rocks and

県東部－瀬戸内海にかけての広域的な低異常域の西端に当たる．
一方正の重力異常は萩市須佐高山付近に明瞭な高ブーゲー異常が
見られ，同様の高異常が島根県益田市沖の高島周辺にも見られる．
　第 1 図は 2㎞の上方接続を広域トレンドとして除去した上方
接続残差図である．この図はハイパス・フィルター操作を施し
たものと同様になり，深部構造によるブーゲー異常が除去され
て深度数 km よりも浅い構造が抽出されるため，地表地質との
対応がつき易い特性が現れる．第 1 図の陸域には地質を反映し
た 3 つの高重力異常が見られる．

（森尻理恵・駒澤正夫）

Pliocene to Holocene sedimentary beds. 
  NE―SW trending active faults are developed throughout the 
quadrangle, and some NW―SE trending active faults run in the 
western par t  of  the quadrangle .  Limestone,  coal ,  copper, 
t u n g s t e n  a n d  o t h e r  m i n e r a l s  h a v e  b e e n  m i n e d  i n  t h e 
quadrangle .

Geology of the 1:200,000 Yamaguchi and Mishima Quadrangle

   Keywords : areal geology, geological map, 1:200,000, Yamaguchi, Mishima, Shimane, Nagato, Akiyoshi, Japan 
Carboniferous, Permian, Triassic, Jurassic, Cretaceous, Paleogene, Eocene, Oligocene, Miocene, Quaternary, Pliocene ,Pleistocene, 
active fault, mineral resources, gravity map

第 1 図　2km の上方接続残差図
　負値には影を付けて表示．コンター間隔は 1mgal（ミリガル）で，5 本毎に太く表示．
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